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Abstract
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ロ
Domicileshavebeenadoptinganairtightstructurefbrenergysaving・Therefbre，airex-
changeisdecreasinginanindoorenvironment、Indoorair-qualityisalsoworseningby
generationoffOrmaldehydeandVOCs(VblatileOrganicCompounds)frombuildingma
terials,andthesecausessick-housesyndromeOntheotherhand,itisknownthatplants
andmicroorganismsinhabitingtherhizospherepurifiesindoorair-pollutants・Purification
abilityofplantswasmeasuredatthechamberexperiments・However，thepurification
abilityisnotclearindetail,becausemeasurementintervalwaslongerthanonehour・
Inthispaper,purificationabilityofaplantismeasuredindetaiLApurificationability
ofGoldenpothos(Eiljp花mnwnaw1eum)asatypicalfdiageplantismeasuredfOrfOrmalde‐
hydeandVOCsinaexperimentalchamber・Atinoxidegassensorisusedatmeasurement，
becauseitissuitingtocontinuousmeasuringAsfOrtheresults,itisfOundthatGolden
pothoshashighpurificationabilityfbrfbrmaldehyde,ａｎｄｄｏｅｓｎｏｔｈａﾊﾉethehighabilityfbr
tolueneandxyleneThepurificationrateoffbrmaldehydeisfixedatabout40%/hwhenthe
concentrationrangeislesｓｔｈａｎ５０ｐｐｍｉｎｔｈｅｃｈamber、Therefbre,thepurificationability
couldbeapproximatedusinganexponentialfilnction、Furthermore，thepurificationrate
rosewiththeincreasingintensityofillumination・However,therateissaturatedgradually．
１序論
熱効率の高い冷暖房機器の普及に伴い，高気密・高断熱住宅が普及してきている。この
ため，通風が悪化し室内空気汚染に関する諸問題が起こっている。例えば，シックハウス
症候群や化学物質過敏症などである。これらは主に室内において発生するホルムアルデヒ
ドや揮発性有機化合物（VOOVOlatileOrganicCompound）が原因である。代表的な汚染
物として，建材や家具に使用されている接着剤などから発生するホルムアルデヒド，塗料
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などの溶剤に用いられるトルエン，キシレンなどが挙げられる。特にホルムアルデヒドに
ついては，発ガン'性が高く，厚生省が厳しい指針値を示している。一方，植物は人間をリ
ラックスきせる効果が指摘されており，従来より観賞用に室内に配置されることが多い。ま
た，蒸散効果があり湿度調整機能もある。さらに一般家庭にも置かれるような観葉植物あ
るいはその根圏に生息する微生物が，揮発,性有機化合物などの室内空気汚染ガスを吸収・
分解し浄化する能力を持つことが明らかにきれている。こうした観葉植物を用いて，室内
空気汚染物を効率よく浄化することは，重要であると考えられる。室内に配置する植物種
の能力や室内の汚染物発生状況，温熱環境，換気効率，コスト，居住者の植物の好みなど
を総合的に考慮し，配置する植物種や配置数を決定する室内環境デザインシステムが必要
であると考えられる。しかしながら，これまで行われた植物の浄化特性を調べるための実
験は，計測の時間間隔が長く，浄化過程は単純な直線近似でモデル化きれており，詳細は
未だ明らかになっていない。
室内環境デザインシステムを構築するためには，まず植物の浄化過程を詳細に調べ，モ
デル化する必要がある。本研究は，観葉植物ポトスの室内空気汚染物浄化能力を検証する。
植物の浄化過程を連続的に計測し，その過程をモデル化することを目的とした。
２室内空気汚染物の対策と計測の現状
代表的な室内空気汚染物として，ホルムアルデヒド，トルエン，キシレンが挙げられる。
これらは，建材の接着剤や塗料の溶剤に含まれる。高気密・高断熱住宅にこれらが使用さ
れた材料や塗料が用いられれ，換気率が低下することにより，室内の汚染濃度が高くなる。
この汚染物により，喉の痛みや目の痛みを訴えるシックハウス症候群や化学物質過敏症が
引き起こきれる。これらの原因物質の濃度を低減するために機械換気や化学物質の使用制
限などがあるが，一長一短であり，その他の技術が必要である。近年，観葉植物が室内空
気汚染物を除去する能力を持つことが明かとなった。しかしながら，計測間隔が長いため，
その浄化過程の詳細は明かでない。このときの計測にはガス検知管が用いられている。ガ
ス検知管は簡便に濃度を測定できるものの，長時間の連続した計測には不向きである。そ
こで，本研究ではガスセンサに着目した。ガスセンサは正確な濃度計測は困難であるが，連
続した計測が可能であり，システムもガスクロマトグラフイなどの装置と比較して，安価
に構築できる。また，ガスセンサは，室内空気汚染物に対しても感度があり，新築住宅で
の汚染物検知にも用いられている．したがって，本研究では，ガスセンサを用いて観葉植
物の室内空気汚染物に対する浄化過程の計測を行った。
３ホルムアルデヒドおよびＶＯＣに対するポトスの浄化特性
計測
植物は代表的な観葉植物のポトスを用いた。チャンバー内に植物を配置し，ガスセンサ
により計測する。ガスセンサの出力は電圧である。この値の変化により，汚染物濃度の増
減がわかる。試料は液体をシリンジにより，0.03cc注入した。試料を注入すると，出力電圧
が上昇する。ホルムアルデヒドに対しては，植物鉢の有無で浄化効果がどのように変化す
るか調べた。その結果，植物鉢を配置しない場合でも若干出力が減少したことから，チャ
ンバー内壁面への吸着が考えられる。鉢を配置した場合，約６時間程で定常レベルまで出
-371-


